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れて、2016 年 8 月 10 日、日本被団協は結成 60 周
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図１ モービアス（Moebius, 22.5×14.5cm） 
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査としては、被団協が被爆 40 周年の 1985 年 11 月































化> ―日本被団協「原爆被害者調査 1985」分析』第 1 巻、1 ページ、2004 年。 
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 （図案）高橋眞司 （作図）竹下哲史 
図 2 凡例  
ローマ数字（時計文字 0～VII）は被害の層；なお、中心は 0％；円周は 100％； 
パーセンテージ（％）を示すアラビア数字は本図では省く。表 1 参照。  
○伊：生きる意欲の喪失体験のある者 
 ○呂：国の責任を問うている者 
 ○波：類型 A・B 型―生きる目的に反原爆のすべて（3 項目）を含めている者（A）；いずれか一つを
含めている者（B） 
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手帳」をもつ人の数は、ピーク時の 37 万 2264
人（1981 年 3 月末）から減少しつづけて、2014
年 3 月末には 20 万人を割り込んで、19 万 2719
人となった。2016 年 3 月末の時点で、被爆者数
（被爆者健康手帳所持者数）17 万 4080 人、平




National Preparatory Committee  
(ed.), A Call from Hibakusha of Hiroshima and 
Nagasaki: Proceedings of International Symposium 
on the Damage and After-Effects of the Atomic 
















際的にも評価が高い。Hiroshima and Nagasaki: 
The Physical, Medical, and Social Effects of the 
Atomic Bombings, edited by the Committee for the 
Compilation of Materials on Damage caused by the 
Atomic Bombs in Hiroshima and Nagasaki. Tokyo: 

































ところで、1981 年 7 月、東京で「原爆の非
人道性と国の戦争責任を裁く」国民法廷運動の
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ものに次のものがある。Appeals from Nagasaki. 
Edited by Shinji Takahashi, circulated in manuscript 
since 1985 and published by “Nagasaki Association 
for Research and Dissemination of Atomic Bomb 





















誌に寄稿した。Shinji Takahashi, “ Relief for the 
Hibakusha”, Bulletin of the Atomic Scientists、Vol. 
40-8, October, 1984, pp. 25-26. この報告の趣旨









記 Bulletin 誌に寄稿している。 Shigetoshi 
Iwamatsu, A Perspective on the War Crimes. Bulletin 
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の日」から昭和 20 年末まで』（1989 年）、『被爆









た。The Witness of Those Days: HIROSHIMA & 











分析」、第 5 回「被爆者問題研究会」（1994 年 4
月）にて発表。日本被団協『被爆者問題研究』
第 5 号、1995 年、33-65 ページ。 
（9） Auguste Comte, Leçons de Sociologie : Cours 
de philosophie positive. Leçons47 à 51. GF-
Flammarion, Quarante-neuvième Leçon, pp. 192-
193.  
なお、“sociologie” (社会学)の語は、ラテン語




































っている。Cf. Platonis Opera recognovit Ioannes 
Burnet, Oxford Classical Texts, Tomus IV, 
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ΠΟΛΙΤΕΙΑ, E, 477b; Plato, The Republic, Book V, 
477b: Loeb Classical Library. Plato V, Republic, Vol. 




（プラトン全集第 11 巻、『国家』404-405 ペー
ジ、岩波書店、1976 年）。  
（14）一橋大学＜原爆と人間＞研究会（編集発
行）『統計集<原爆体験の思想化> ―日本被団協
「原爆被害者調査 1985」分析』全 7 巻＋別巻、



















2011 年 4 月 19 日；拙著『長崎にあって哲学す










ら刊行された『被爆者の死』の英語版 The Deaths 
of Hibakusha. (2 Vols, 1991)への序文「核なき世
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